初世梅若実と横浜の素人弟子 : 横浜養心会をめぐって（その一） by 三浦 裕子























































を参照しつつ、本稿では前掲の『日記』を含めた初世梅若実関係の記録類四点を主要な資料として用いることにした。以下に『日記』以外の概 を紹介する。（一） 『門入性名年月扣』 （略称『門入扣』 ）　
弘化二年（一八四五）から明治四〇年まで、梅若家





















































































































































はなぜであろうか。明治二六年に初世実が素人弟子に発行した入門証に「今般当家門人ニ差加候間能楽法則堅ク相守修行可致者也」とあり、こ 文面によれば、素人弟子は「当家」 、つまり梅若家に入 する形を取って た。横浜の素人弟子にこのような入門証を発行した形跡はいが、こ 発想が横浜の素人弟子にも適応でき のであれば、初世実でも六郎でも横浜の素人弟子 教えていのは「梅若家の芸 ある」 、という論理が成 立つ
ある。鉄之丞についてもそういう考え方に拠っていたのであろう 初世実が養子・実子・親戚・玄人弟子といった大勢の後継者を養成して たからこそ成り立つ図式であり、それが梅若家の強みでもあった。　
明治一五年に梅若家の人びとが横浜に稽古に行った回
数をあげると 初世実が一八回（内、単身だったのが八回） 、六郎が一八回（単身 六 ） 、鉄之丞が一二回（単身が一〇回） 、万三郎が二回（単身はなし） 、金之助が二回（単身が一回） 、豊作が二回（単身はなし） 、新太郎が一回（単身はなし）である。　
六郎が単身で横浜に出向く日数が圧倒的に多いことを



































和　暦 西　暦 人　数 横　浜
弘化 03 184（ 2 0
弘化 04 1847 1 0
嘉永 01 1848 1 0
嘉永 02 1849 20 0
嘉永 03 1850 5 0
嘉永 04 1851 9 0
嘉永 05 1852 31 0
嘉永 0（ 1853 9 0
安政 01 1854 4 0
安政 02 1855 1 0
安政 03 185（ （ 0
安政 04 1857 （ 0
安政 05 1858 1 0
安政 0（ 1859 15 0
万延 01 18（0 （ 0
文久 01 18（1 4 0
文久 02 18（2 9 0
文久 03 18（3 0 0
元治 01 18（4 1 0
慶応 01 18（5 8 0
慶応 02 18（（ 3 0
慶応 03 18（7 0 0
明治 01 18（8 0 0
明治 02 18（9 0 0
明治 03 1870 2 0
明治 04 1871 3 0
明治 05 1872 4 0
明治 0（ 1873 3 0
明治 07 1874 3 0
明治 08 1875 8 0
明治 09 187（ 2 0
明治 10 1877 9 0
明治 11 1878 9 0
『門入性年月日扣』に見る梅若家の素人弟子の入門者数［表Ⅰ］
和　暦 西　暦 人　数 横　浜
明治 12 1879 （ 0
明治 13 1880 39 0
明治 14 1881 57 1
明治 15 1882 54 10
明治 1（ 1883 31 0
明治 17 1884 44 8
明治 18 1885 24 （
明治 19 188（ 9 5
明治 20 1887 22 4
明治 21 1888 10 3
明治 22 1889 14 7
明治 23 1890 （ 3
明治 24 1891 17 5
明治 25 1892 19 7
明治 2（ 1893 31 4
明治 27 1894 14 1
明治 28 1895 3（ 11
明治 29 189（ 38 8
明治 30 1897 3（ 13
明治 31 1898 45 20
明治 32 1899 （9 10
明治 33 1900 32 3
明治 34 1901 13 3
明治 35 1902 21 5
明治 3（ 1903 8 1
明治 37 1904 （ 1
明治 38 1905 0 0
明治 39 190（ 20 9
明治 40 1907 15 （










3） 『門入性名年月扣』に「横浜」 「横浜養心会」などの記載がある人物を数えたが、横浜住の師匠を通じ 梅若家に入門した素人弟子もそのなかに含めた場合もある。
（













兵衛宅へ罷越ス。岡田寛同道。七名入門。茂木保二郎・箕田長次郎・大谷嘉兵衛・大西吉松・水谷吉兵衛（丸三銀行） ・前嶋栄太郎門入。七名より肴料七円。外ニ三円。車料三円出ル。夜十二時帰宅 」とある。当日、入門したのは六名であるので「七名入 」と記すのは不審だが七名が肴料を支払ったことから、茂木惣兵衛を含む入門者を七名と勘違いしたものだろうか。
（
9） 金之丞とは金之助のこと。
